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A. 研究目的 
日本人HIV感染者および血友病患者の癌発生率、死
亡率の実態、そのリスク因子は不明である。HIV感
染者における癌種の特徴やがん発生疫学、および長
期予後との関連を明らかにし、スクリーニング体制
の確立の基盤となるデータを提供することを目的
とする。 
 
B. 研究方法 
癌発生および死亡をアウトカムとした長期コホー
ト研究を行い、癌の累積発生率、死亡の累積発症率
をKaplan-Meier methodを用いて算出した。リスク
因子を同定するため、発癌物質（喫煙、アルコール）、
肝炎ウイルス、sexual behavior、免疫状態（nadir
 CD4）、抗ウイルス薬使用、並存疾患などとの関与
をhazard ratio（HR）で算出した。 
（倫理面への配慮） 
本研究は、非侵襲性の観察研究である。データ収集
および統計解析は倫理委員会の承認を得てから行
っている。 
 
C. 研究結果 
観察期間中央値9年の間に、Non-AIDS defining ma
lignancy (NADM)は61例（6.1%）に認めた。累積NAD
C発生率は5年で3.7%、10年で6.4%、15年で8.8%と見
積もられた。 
一般人口と比較した標準化癌罹患率を算出すると、
HIV感染者でより有意に発症率が高い癌は、胃癌、
大腸癌、肝臓癌、肺癌と判明した。 
NADMのリスク因子は、多変量解析で、加齢、喫煙者、
血液製剤感染、薬物使用、HBV 感染と分かった。CD
4やHIVウイルス量、並存疾患は有意な癌リスク因子
とはならなかった。 
発見時の癌のstageは、約半数（49.2%）の患者でst
age III or IVの進行癌であった。癌診断時の年齢
中央値は57歳と若年であり、51%が40歳台であった。
癌診断時にすべての患者（100%）で抗HIV薬がすで
に投与されていた。 
一方、観察期間中央値9.1年のうち、死亡は76例（7.
6％）に認めた。累積死亡率は5年で5.1%、10年で7.
6%、15年で11.3％と見積もられた。 
経過観察集にNADMと診断された患者は、そうでない
患者と比較し、その後の死亡リスクを有意に増加し
た（Hazard ratio 3.4 [95%CI, 2.0-6.0], p<0.0
01）。つまり、癌を有した患者は予後が悪いことを
示している。 

 
D. 考察 
「胃癌がHIV感染者でリスクが高い」という世界初
の知見を見出した。日本ではヘリコバクターピロリ
菌の感染率が高く胃癌が多い民族である特徴を反
映しているものとかんがえられた。また、欧米の研
究報告と一致して、日本でも大腸癌、肝臓癌、肺癌
はHIV感染者でリスクの高い癌であることが判明し
た。つまり、CT、内視鏡検査などを中心とした検査
で、癌スクリーニングプログラムを構築するが重要
性がわかった。一方、HIV感染者では非感染者と比
較しより40歳以上で進行癌を発症していることか
ら、一般人口よりもより若年層から癌スクリーニン
グを行う必要がある。さらに、癌リスク因子同定の
多変量解析の結果から、喫煙者、血液製剤感染者（血
友病患者）、薬物使用者、HBV感染者をみいだして
おり、これら患者は、年齢という基準に組みあわて
重点的な癌スクリーニングを行う必要があると考
えられた。 
 
 
E. 結論 
日本人HIV感染者および血友病患者は一般人口より
も癌発症リスクが高いことを長期コホート研究か
ら明らかにした。HIV感染者に頻度の高い癌種は肺
癌、肝臓癌、胃癌、大腸癌で有りそれらの発症予防
を目指したプログラムの構築が必要である、具体的
には、内視鏡検査、CT検査を中心としたスクリーニ
ングの体制確立が重要と考えられる。これらの検査
体制が妥当であるかを前向きに検証しておりその
結果が待たれる。 
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